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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 5日 (2006.1.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 粉 末 状 態 の 物 質 を 収 容 し た 容 器 す な わ ち カ ー ト リ ッ ジ （ １ ６ ） の た め
の 少 な く と も １ つ の ホ ル ダ ー （ １ ７ ， １ ８ ） を 含 む 透 析 機 械 の 安 全 装 置 で あ っ て 、
　 水 源 （ ３ ） か ら カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ の 供 給 端 （ １ ７ ） へ 通 じ る 第 １ 供 給 導 管 （ ） と
、
　 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ の 導 出 端 （ １ ８ ） か ら 濃 縮 物 ポ ン プ （ １ １ ） へ 溶 液 を 配 給 す る 配 給
導 管 （ １ ９ ） と 、
　 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ の 導 出 端 （ １ ８ ） に 連 結 可 能 で

、
　

こ と を 特 徴 と す る 安 全 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 Ａ 型 ロ ッ ド を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 さ れ た 安 全 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 カ ー ト リ ッ ジ （ １ ６ ） の 上 端 と 協 働 す る よ う に な さ れ た 上 側 ホ ル ダ ー
ア ー ム （ １ ７ ） お よ び カ ー ト リ ッ ジ の 下 端 と 協 働 す る よ う に な さ れ た 下 側 ホ ル ダ ー ア ー ム
（ １ ８ ） を カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ が 含 ん で い る こ と 、 お よ び Ａ ロ ッ ド （ １ ３ ） を ポ ン プ
（ １ １ ） に 連 結 さ せ る た め に 前 記 第 ２ 供 給 導 管 （ １ ５ ） と 協 働 す る 第 １ 位 置 と 、 前 記 カ ー
ト リ ッ ジ （ １ ６ ） の 導 出 端 と 協 働 す る 第 ２ 位 置 と の 間 で ホ ル ダ ー ア ー ム （ １ ７ ， １ ８ ） の
少 な く と も 一 方 が 動 作 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 安 全 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 第 ２ ホ ル ダ ー ア ー ム が 第 １ 位 置 に お い て 洗 浄
殺 菌 導 管 （ ５ ２ ） と 協 働 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 安 全 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 透 析 機 械 が 少 な く と も １ つ の 付 随 的 な カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー （ ２ ３ ，
２ ４ ） と イ オ ン バ ッ グ （ ２ ７ ） の ホ ル ダ ー （ ２ ８ ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら 請 求 項 ４ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 安 全 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 前 記 供 給 端 が 上 側 供 給 ア ー ム （ １ ７ ） で 構 成
さ れ 、 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ の 前 記 導 出 端 が 下 側 導 出 ア ー ム （ １ ８ ） で 構 成 さ れ た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 安 全 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 安 全 装 置 を 作 動 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 カ ー ト リ ッ ジ の 供 給 端 と 協 働 す る を 作

５ ５

ロ ッ ド （ １ ３ ） か ら 導 か れ か つ あ る
第 ２ 供 給 導 管 （ １ ５ ） と を 含 み 、

カ ー ト リ ッ ジ （ １ ６ ） の 導 出 端 （ １ ８ ） か ら 、 ま た は 、 第 ２ 供 給 導 管 （ １ ５ ） が 連 結 さ
れ る な ら ば 、 ロ ッ ド （ １ ３ ） か ら の い ず れ か か ら カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ の 導 出 端 （ １ ８ ） に
溶 液 を 供 給 す る

前 記 ロ ッ ド （ １ ３ ） が で あ る こ と

計 量

請 求 項 １ に 記 載 さ れ た
（ １ ６ ） カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 供 給 端 （ １ ７ ）



動 さ せ 、
　 カ ー ト リ ッ ジ の 導 出 端 と 協 働 す る （ １ ８ ） を 作 動 さ せ 、
　 水 源 （ ３ ） か ら 別 個 の 第 １ 供 給 導 管 （ ５ １ ） を 経 て カ ー ト リ ッ ジ の 供 給 端 へ 上
水 を 供 給 し 、
　 カ ー ト リ ッ ジ の 導 出 端 か ら 配 給 導 管 （ １ ９ ） を 経 て （ １ １ ） へ 溶 液 を 配 給 す
る
　
　

　
　 こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 さ れ た 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら の 目 的 は 、 粉 末 状 態 の 物 質 を 収 容 す る 容 器 す な わ ち カ ー ト リ ッ ジ の た め の 少 な く
と も １ つ の ホ ル ダ ー を 含 ん で 成 る 透 析 機 械 の 安 全 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 本 発 明 に よ れ
ば 、 こ の 装 置 は

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ は 、 カ ー ト リ ッ ジ の 上 端 と 協 働 す る よ う に な さ れ た 上 側 ホ ル ダ
ー ア ー ム お よ び カ ー ト リ ッ ジ の 下 端 と 協 働 す る よ う に な さ れ た 下 側 ホ ル ダ ー ア ー ム を 含 ん
で な り 、 ま た Ａ ロ ッ ド を に 連 結 さ せ る た め に 前 記 第 ２ 供 給 導 管 と 協 働 す る 第 １
位 置 、 お よ び 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の 導 出 端 と 協 働 す る 第 ２ 位 置 の 間 で ホ ル ダ ー ア ー ム の 少 な
く と も 一 方 が 動 作 可 能 で あ る 。 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 第 ２ ホ ル ダ ー ア ー ム は 第 １ 位 置 に
お い て 洗 浄 殺 菌 導 管 と 協 働 す る 。 こ の 透 析 機 械 は 、 少 な く と も １ つ の 付 随 的 な カ ー ト リ ッ
ジ ホ ル ダ ー と イ オ ン バ ッ グ の ホ ル ダ ー と を さ ら に 含 む 。 さ ら に 、 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の
供 給 端 は 上 側 供 給 ア ー ム で 構 成 さ れ 、 カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ の 前 記 導 出 端 は 下 側 導 出 ア ー ム
で 構 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 見 地 に よ れ ば 、 の 安 全 装 置 を 作 動 さ せ る 方 法 が 提 供 さ れ る
。 本 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 特 徴 部 分 に 述 べ て い る よ う な 段 階 を 含 む 。 好 適 な 変 形 体 は 、 従 属
項 ８ に 記 載 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １

(2) JP 2002-500932 A5 2006.3.2

カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 導 出 端
実 質 的 に
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、 ス テ ッ プ を 含 み 、 あ る い は
第 ２ 供 給 導 管 （ １ ５ ） と 協 働 す る カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 導 出 端 （ １ ８ ） を 作 動 さ せ 、
前 記 ロ ッ ド （ １ ３ ） か ら カ ー ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 導 出 端 （ １ ８ ） へ 溶 液 を 供 給 し 、 そ し

て
配 給 導 管 （ １ ５ ） を 介 し て 計 量 ポ ン プ （ １ １ ） へ 溶 液 を 配 給 す る 、
ス テ ッ プ を 含 む

前 記 供 給 端 が カ ー ト リ ッ ジ の 上 端 で あ り 、 前 記 導 出 端 が カ ー ト リ ッ ジ
の 下 端 で あ る に

請 求 項 １ の 特 徴 部 分 に 従 っ た 特 徴 的 な 構 成 要 件 を 有 す る 。 好 適 な 変 形 体 は
、 従 属 請 求 項 ２ － ６ に 定 義 さ れ て い る 。
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請 求 項 １ に 記 載



【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 同 じ よ う に 、 導 管 ２ １ は Ｂ ロ ッ ド １ ４ か ら 延 在 し て 第 ２ ホ ル ダ ー ２ ３ ， ２ ４ 内 に 配 置 さ
れ て い る 重 炭 酸 塩 カ ー ト リ ッ ジ ２ ２ の 上 端 に 開 口 し て い る 。 重 炭 酸 塩 カ ー ト リ ッ ジ ２ ２ の
下 端 か ら の 導 管 ２ ５ は １ ２ へ 至 る 。 導 管 ２ ５ は 粒 子 フ ィ ル タ ２ ６ を 備 え て
い る の が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 最 後 に な る が 、 以 下 に イ オ ン バ ッ グ と 称 す る 小 バ ッ グ ２ ７ は 、 粉 末 カ ー ト リ ッ ジ を 経 て
供 給 さ れ な い そ の 他 の 成 分 を 収 容 し た 液 体 を 約 １ ／ ２ リ ッ ト ル 程 収 容 し て い る 。 こ の イ オ
ン バ ッ グ ２ ７ は 第 ３ ホ ル ダ ー ２ ８ の 中 に 配 置 さ れ て い る 。 導 管 ２ ９ は イ オ ン バ ッ グ か ら 延
在 し 、 ３ ０ に 開 口 し て い る 。 ３ ０ は 導 管 １ ９ に 開 口 し て い
る 導 管 ３ １ を 経 て 内 容 物 を 圧 送 す る 。 イ オ ン バ ッ グ 内 で の 濃 度 は 、 例 え ば １ ： ４ ０ ０ 、 ま
た は 少 な く と も １ ： １ ５ ０ で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 水 は 、 先 端 が 水 中 に 沈 め ら れ て 水 容 器 ３ 内 に 配 置 さ れ た ロ ッ ド １ ３ を 経 て 、 導 管 １ ５ を
経 て 、 第 １ ホ ル ダ ー １ ７ ， １ ８ の 上 端 へ 流 れ る 。 水 は 塩 化 ナ ト リ ウ ム カ ー ト リ ッ ジ １ ６ の
上 端 に 流 れ 込 み 、 内 部 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム 粉 末 を 通 り 、 粒 子 フ ィ ル タ ２ ０ を 経 て 導 管 １ ９ へ
流 れ 出 る 。 導 管 １ ９ は こ の よ う に し て 塩 化 ナ ト リ ウ ム で 実 質 的 に 飽 和 し た 水 を 受 入 れ る 。

１ ９ 内 の 飽 和 塩 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 は 第 １ 計 量 ポ ン プ １ １ を 経 て 主 導 管 １ ， ４ の 第 １ 計
量 箇 所 ５ へ 圧 送 さ れ る 。 そ の 後 、 導 管 ４ 内 の 濃 縮 物 と 水 と の 混 合 物 は 第 １ 伝 導 率 セ ン サ ー
７ を 通 過 し 、 そ の 部 分 で 伝 導 率 が 測 定 さ れ る 。 伝 導 率 は 塩 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 に 実 質 的 に 比
例 し 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム が 希 釈 さ れ た 後 に 所 望 の 伝 導 率 （ 導 電 率 ） 、 通 常 は 約 １ ２ ｍ Ｓ ／ ｃ
ｍ 、 が 得 ら れ る よ う に 伝 導 率 セ ル ７ に よ っ て ポ ン プ １ １ が 制 御 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ ロ ッ ド １ ４ は 同 様 に 先 端 を 水 中 に 位 置 さ せ て 水 容 器 ３ 内 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に
し て 水 は ロ ッ ド １ ４ お よ び 導 管 ２ １ を 経 て 、 第 ２ ホ ル ダ に 配 置 さ れ て い る 重 炭 酸 塩 粉 末 を
収 容 し た カ ー ト リ ッ ジ ２ ２ の 上 部 へ 流 れ る 。 こ の 水 は 粉 末 を 通 っ て 流 れ 、 カ ー ト リ ッ ジ 底
部 か ら フ ィ ル タ ２ ６ を 経 て 導 管 ２ ５ へ 流 れ 出 る 。 導 管 ２ ５ は こ の よ う に し て 重 炭 酸 ナ ト リ
ウ ム で 実 質 的 に 飽 和 し た 水 を 受 入 れ 、 こ の 飽 和 水 は に よ っ て 計 量 さ れ て 第
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第 ２ 計 量 ポ ン プ

第 ３ 計 量 ポ ン プ 第 ３ 計 量 ポ ン プ

導 管

第 ２ 計 量 ポ ン プ



２ 計 量 箇 所 ６ へ 送 ら れ る 。 こ の 実 質 的 に 飽 和 し た 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム の 第 ２ 計 量 に よ り 、 溶
液 の 伝 導 率 は 約 １ ２ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ か ら 約 １ ５ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ に 高 ま り 、 こ れ が 第 ２ 伝 導 率 セ ン サ
ー １ ０ で 測 定 さ れ る 。 伝 導 率 の 上 昇 は 正 し い 量 の 重 炭 酸 塩 が 計 量 さ れ る よ う に 計 量 ポ ン プ
１ ２ を 制 御 す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 最 終 透 析 溶 液 に 含 ま れ る べ き 残 り の 他 の イ オ ン お よ び 物 質 は 第 ３ 計 量 ポ ン プ ３ ０ に よ っ
て 計 量 さ れ て 与 え ら れ る 。 イ オ ン バ ッ グ ２ ７ は 第 ３ ホ ル ダ ー ２ ８ に 配 置 さ れ る 。 イ オ ン バ
ッ グ ２ ７ の 内 容 物 は ホ ル ダ ー を 経 て 導 管 ２ ９ へ 送 り 出 さ れ 、 こ の 導 管 ２ ９ は 第 ３ 計 量 ポ ン
プ ３ ０ へ 通 じ て お り 、 導 管 ３ １ を 経 て 導 管 １ ９ へ 与 え ら れ る 。 こ の よ う に し て 、

１ １ の 入 口 に 至 る 溶 液 は 、 通 常 は 別 に 希 釈 さ れ る が 、 Ａ 濃 縮 物 の 成 分 と ほ ぼ 同 じ 組
成 を 有 す る こ と に な る 。 基 本 的 に 、 ３ ０ お よ び そ の 出 口 導 管 を い ず れ か の
位 置 で 主 導 管 １ に 開 口 さ せ る 、 ま た は 計 量 ポ ン プ １ １ の 後 で 開 口 さ せ る こ と が で き る 。 イ
オ ン バ ッ グ の 内 容 物 に よ る 伝 導 率 に 対 す る 付 加 は 比 較 的 小 さ い 。 イ オ ン バ ッ グ の 内 容 物 の
例 は 以 下 に 説 明 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 通 常 の 作 動 時 に は 、 水 は 導 管 １ ５ ， ２ １ を 通 っ て 枢 動 可 能 な ホ ル ダ ー へ 流 れ 込 み 、 カ ー
ト リ ッ ジ ホ ル ダ ー の 上 端 に 至 る 。 水 は 約 １ ０ ～ ２ ０ ミ リ リ ッ ト ル ／ 分 の 速 度 で 供 給 さ れ る
。 こ の 供 給 速 度 は 出 口 計 量 ポ ン プ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 水 は 容 器 の 上 端 に 滴 下 さ れ 、 図 ３
に 示 さ れ る 水 レ ベ ル ４ ４ に 至 る 。 容 器 は 塩 化 ナ ト リ ウ ム ま た は 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム （ ま た は
い ず れ か の 他 の 物 質 ） で 成 る 粉 末 す な わ ち 粒 子 を 充 填 さ れ て い る 。 粉 末 レ ベ ル は 点 線 ４ ５
で 示 さ れ て い る 。 こ の 粉 末 レ ベ ル は 処 置 の 間 に 、 水 レ ベ ル ４ ４ の す ぐ 下 の 上 方 レ ベ ル か ら
、 粉 末 が 流 出 し て カ ー ト リ ッ ジ の 底 面 に 近 づ く ま で 、 降 下 す る 。 し た が っ て カ ー ト リ ッ ジ
に 流 れ 込 ま れ た 水 は 出 口 ４ ６ に 至 る ま で に 粉 末 床 ４ ５ を 通 過 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ に
よ り 溶 液 は 出 口 ４ ６ に 達 し た と き は 飽 和 さ れ 、 す な わ ち 実 質 的 に 飽 和 さ れ て お り 、 さ ら に
導 管 １ ９ ， ２ ５ を 通 っ て そ れ ぞ れ の へ 導 か れ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ に よ る 透 析 機 械 が 液 体 濃 縮 物 で の み 使 用 さ れ る な ら ば 、 ホ ル ダ ー ア ー ム ２ ３ ， ２ ４
お よ び １ ７ ， １ ８ は 内 方 へ 向 か っ て 枢 動 さ れ る 。 ロ ッ ド １ ３ は Ａ 濃 縮 物 容 器 内 に 配 置 さ れ
、 ロ ッ ド １ ４ は Ｂ 濃 縮 物 容 器 内 に 配 置 さ れ る 。 の 内 容 物 は 導 管 １ ５ 、
ホ ル ダ ー １ ７ 、 ホ ル ダ ー １ ８ お よ び 導 管 １ ９ を 経 て ポ ン プ １ １ へ 吸 入 さ れ る 。 Ｂ 濃 縮 物 キ
ャ ニ ス タ 内 の 内 容 物 は ロ ッ ド １ ４ 、 導 管 ２ １ 、 ホ ル ダ ー ア ー ム ２ ３ ， ２ ４ お よ び 導 管 ２ ５
を 経 て ポ ン プ １ ２ へ 吸 入 さ れ る 。 こ の 作 動 位 置 に お い て ポ ン プ ３ ０ は 動 作 し て い な い 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 透 析 機 械 が 粉 末 カ ー ト リ ッ ジ １ ６ ， ２ ２ お よ び イ オ ン バ ッ グ ２ ７ に よ る 透 析 に
適 用 さ れ 、 第 ２ （ 青 色 に マ ー キ ン グ さ れ た ） ロ ッ ド １ ４ が 濃 縮 物
容 器 内 に 降 下 さ れ る な ら ば 、 直 接 的 な 難 し さ は な く 、 透 析 機 械 に よ っ て 即 座 に 検 出 さ れ な
い 。 最 初 に 、 こ れ ら の ロ ッ ド は そ れ ぞ れ の ホ ル ダ ー 内 に 配 置 さ れ て い な い こ と が 注 目 さ れ
る 。 し か し な が ら こ の 直 接 的 な 検 出 は い ず れ か の 理 由 で 作 動 せ ず 、 以 下 の 可 能 な 状 況 が 生
じ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ロ ッ ド １ ３ か ら の 導 管 １ ５ は 、 図 ３ の チ ュ ー ブ ４ ２ に 対 応 す る 連 結 チ
ュ ー ブ に お い て 第 １ ホ ル ダ ー の 下 側 の 枢 動 ア ー ム １ ８ に 連 結 さ れ る よ う に 移 動 さ れ る
。 カ ー ト リ ッ ジ １ ６ に 対 す る 上 側 の ホ ル ダ ー ア ー ム １ ７ の 連 結 部 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う
に 主 導 管 １ ま た は 水 容 器 ３ に 対 し て 別 個 の 導 管 に よ り 連 結 さ れ る 。 こ の 連 結 に よ り 、
粉 末 カ ー ト リ ッ ジ １ ６ が 連 結 さ れ た と き に 水 は こ の 別 個 の 導 管 を 通 し て カ ー ト リ ッ ジ
１ ６ の 上 端 へ 送 ら れ 、 カ ー ト リ ッ ジ の 下 端 を 通 し て 導 管 １ ９ へ 送 り 出 さ れ る 。 た と え ロ ッ
ド １ ３ が 容 器 内 に 配 置 さ れ て も 、 ロ ッ ド １ ３ を 通 る 移 動 は 起 こ ら な い 。 何 故 な ら 、 導 管 １
５ は 連 結 チ ュ ー ブ で 終 端 し 、 大 気 解 放 さ れ る か ら で あ る 。

そ れ 故 に ロ ッ ド １ ３ が Ａ キ ャ ニ ス タ に あ る な ら ば 、 内 容 物
は Ａ キ ャ ニ ス タ か ら ロ ッ ド １ ３ 、 導 管 １ ５ 、 連 結 チ ュ ー ブ お よ び ホ ル ダ ー ア ー ム １ ８
を 経 て 、 導 管 １ ９ お よ び ポ ン プ １ １ へ 導 か れ る 。 こ の よ う に し て 、 Ａ 濃 縮 物 と し て 液 体 状
濃 縮 物 お よ び 粉 末 状 濃 縮 物 の 両 方 の カ ー ト リ ッ ジ を 使 用 で き 、 こ れ に よ り 同 時 に 上 述 し た
正 し く な い 作 動 が 生 じ 得 る 危 険 を 完 全 に 排 除 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ホ ル ダ ー ア ー ム １ ７ ， １ ８ を 洗 浄 で き る よ う に す る た め に 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 特 別
な 対 策 が と ら れ た 。 下 側 の ホ ル ダ ー ア ー ム １ ８ は 、 ロ ッ ド １ ３ 、 導 管 １ ５ 、 ホ ル ダ ー ア ー
ム １ ８ 、 導 管 １ ９ 、 ポ ン プ １ １ を 経 て 自 動 的 に 洗 浄 さ れ る 。 上 側 の ホ ル ダ ー ア ー ム は 洗 浄
導 管 ５ ２ を 経 て 連 結 チ ュ ー ブ ５ ３ に 連 結 さ れ 、 イ オ ン バ ッ グ ２ ７ が 点 線 ５ ４ で 示 さ れ る よ
う に 第 ３ ホ ル ダ ー 内 に 位 置 し て い な い と き 、 こ の 連 結 チ ュ ー ブ は さ ら に 導 管 ２ ９ に 連 結 さ
れ る 。 し た が っ て 、 第 １ ホ ル ダ ー の 上 側 ホ ル ダ ー ア ー ム １ ７ は 導 管 を 経 て 上 側 の ホ ル
ダ ー ア ー ム １ ７ へ 、 ま た そ こ か ら 導 管 ５ ２ を 経 て 連 結 チ ュ ー ブ ５ ３ 、 お よ び 導 管 ２ ９ へ 、
な ら び に ポ ン プ ３ ０ を へ て 導 管 ３ １ へ 流 れ る 水 で 洗 浄 さ れ る 。 洗 浄 導 管 ５ ２ の こ の 特 別 な
配 置 構 成 に よ り 、 ポ ン プ ３ ０ に よ り 上 側 の ホ ル ダ ー ア ー ム １ ７ お よ び ホ ル ダ ー ２ ８ を 同 時
に 洗 浄 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 同 じ 流 路 が 殺 菌 に 使 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 面 の 簡 単 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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５ ６ カ ー ト リ ッ ジ １ ６ が ホ ル ダ
ー １ ７ 、 １ ８ に 配 置 さ れ な い と き に は 、 ホ ル ダ ー が 閉 じ ら れ 、 そ れ に よ り 、 連 結 チ ュ ー ブ
５ ６ が 導 管 １ ９ に 連 結 さ れ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 従 来 技 術 に よ る 透 析 機 械 に お け る 透 析 溶 液 の 準 備 部 分 の 模 式 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 図 主 導 管 １ に 似 て い る が 、 安 全 性 を 改 良 す る た め に 本 発 明 に よ っ て 変 更 さ れ た 模 式 図 で
あ る 。
　 　 【 図 ２ ａ 】

　 　 【 図 ２ ｂ 】

　 　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 で 使 用 で き る 従 来 技 術 に よ る 粉 末 カ ー ト リ ッ ジ の ホ ル ダ ー の 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ ａ 】
　
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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 図 ２ に 類 似 す る が 、 カ ー ト リ ッ ジ １ ６ が 所 定 位 置 に あ る 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

　 図 ２ に 類 似 す る が 、 カ ー ト リ ッ ジ １ ６ な し の 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

図 ３ に 類 似 す る が 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー を 示 す 斜 視 図 で あ る 。



【 図 ２ ａ 】 【 図 ２ ｂ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ ａ 】
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